
- 1 - 
 

運輸総合研究所   2022.4 No. 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．調査の目的 

近年、ASEAN では、食生活の多様化等に伴いコ

ールドチェーン物流の需要が高まっている一方で、

不十分な温度管理に起因する健康被害や輸送段階

における食品廃棄などが問題となっている。 

このような状況を受け、国土交通省では、日

ASEAN 交通連携の枠組みの下、ASEAN におけるコー

ルドチェーン物流品質の向上を目的として「日

ASEAN コールドチェーン物流ガイドライン」を策

定し、日本規格協会と連携して「JSA-S1004」規格

を策定・発行した。 

ASEAN において同規格を活用した質の高いコー

ルドチェーン物流を構築するためには認証体制の

整備が必要となるため、運輸総合研究所では、国

土交通省と連携し、昨年度の調査を通して同規格

の認証審査ガイドラインを策定した。同審査ガイ

ドラインは、2021 年 11 月の日 ASEAN 交通大臣会

合で承認されている。 

今後、ASEAN において JSA-S1004 の普及促進と

物流事業者の事業活動の円滑化を図るためには、

各国における認証体制の整備について深掘りした

調査が必要となる。また、ASEAN 各国で JSA-S1004

の国家規格化も想定される。そこで、当研究所の

今年度の調査では、国土交通省が昨年度アクショ

ンプランを策定したマレーシアについて、認証審

査ガイドラインを活用した最適な認証体制の提案

を目的として、(1)マレーシアの実情を踏まえた認

証体制の整備に関する調査、(2)JSA-S1004 規格の

相互承認のあり方に関する調査を行った。 

また、ASEAN にとって物流は重要な課題であり、

持続可能な物流体系を構築していく上では、同地

域の物流に係る横断的な課題の改善が必要となる

ことから、ASEAN における物流全般の課題の抽出

に関する調査も実施した。 

 

２．調査結果 

(1) マレーシアの認証体制の整備に関する調査 

マレーシアで JSA-S1004 を認証できる認証機関

について、①JSA-S1004 と親和性の高い ISO のシ

ステムマネジメント認証サービスを行うための認

定をマレーシア標準局から受けている、②コール

ドチェーンと関係のある食品に係る物流関連の規

格の認証サービスを行うための認定をマレーシア

標準局から受けている、③マレーシア運輸省から

推薦を受けている、④提供可能な食品に係る物流

関連の認証サービスの種類、⑤マレーシア国内で

複数の拠点を持っていること等を考慮し、10 の現

地認証機関 1を確認した。これらの認証機関は、

JSA-S1004 の認証を行う能力があるとみなすこと

ができ、かつ、今後策定される国家規格について

も認証を行う能力があると考えられる。 

また、物流事業者へのヒアリング調査結果から、 

 
1 １０の認証機関は、「SIRIM QAS International Sdn. 

Bhd.」「Synergy Certification Sdn. Bhd.」「KGS 

Certification Sdn. Bhd.」「NIOSH Certification Sdn. 

Bhd.」「MY CO2 Certification Sdn. Bhd.」「Pearl 

Certification Sdn. Bhd.」「AJA EQS Certification (M) 

Sdn. Bhd.」「CARE Certification International (M) Sdn. 

Bhd.」「Prima Cert International Sdn. Bhd.」「GH 

Certification Sdn. Bhd.」 

ASEANでの質の高いコールドチェーン 
ネットワークの構築 

３ 



- 2 - 
 

JSA-S1004 の取得を促すためには、国家規格の強

制化、政府が進める政策と連携させた優遇措置、

荷主や小売業者への働きかけのほか、受審体制の

構築に向けた支援策等が必要であると考える。 

(2)JSA-S1004 規格の相互承認のあり方に関する

調査 

 JSA-S1004 を取得した事業者がマレーシア国家

規格を取得する場合の問題点は、時間・費用負担

の倍増である。そこで、①両規格の要求事項の内

容が同一であること、②JSA-S1004 認証審査ガイ

ドラインに基づくなど認証審査の方法が同等であ

ること、③認証マニュアル及び担当審査員の審査

能力など認証機関の審査力量が同等であることな

どを前提として、ケース毎に相互承認の可能性を

検討した。 

〈CASE１〉 

 
 

この場合は、認証機関の審査力量も同等であるた

め、物流事業者 A は個別審査なしで認証を取得で

きる可能性がある。 

 

〈CASE２〉 

 

 

JSA-S1004 とマレーシア国家規格を認証する認証

機関が異なる場合、両認証機関とも IAF 加盟の認

定機関より認定された認証機関であることから、

審査力量が同等であるとみなすことが可。認証機

関 B が認証機関 A の審査が JSA-S1004 認証審査ガ

イドラインに基づいていることを確認した場合、

個別審査なしで認証を取得できる可能性がある。 

今後、相互承認について、国土交通省がマレーシ

ア運輸省と協議することが期待される。協議の際

には国土交通省は、以下の点に留意することが重

要である。 

・マレーシア政府の主導で、マレーシア国家規格

の要求事項と JSA-S1004 の要求事項との整合性を

確保することが重要であること 

・マレーシア政府の主導で、認証審査方法の同一

性を担保するため、マレーシアの認証機関に

JSA-S1004 認証審査ガイドラインを活用するよう

働きかけることが重要であること 

・マレーシア政府の主導で、認証機関に対し、コ

ールドチェーン物流に関する人材育成を行うこと

が重要であること 

(3)ASEAN における横断的な物流課題の抽出に関

する調査 

マクロ環境（経済的要因、政治的要因、社会的

要因、技術的要因）に基づいて ASEAN の物流トレ

ンドを分析し、課題を 5 つにまとめた。 

・課題 1:IoT、AI を活用したオペレーションの効

率化 

・課題 2:カーボンニュートラル 

・課題 3:港湾の混雑解消 

・課題 4:物流人材の育成（物流効率化、輸送品質

向上、統計） 

・課題 5:メコン越境輸送の円滑化 

 

これらの課題に対し、協力の方向性をまとめた上

で、委員会に諮ったところ、様々なご意見を頂戴
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した。 

３．マレーシアにおけるコールドチェーン普

及啓発セミナーの開催 

 調査結果を踏まえ、コールドチェーン物流サービス

について ASEAN 諸国の中でも先進的な取り組みを

進めているマレーシアの物流事業者、荷主、認証機

関を対象に、コールドチェーン物流サービス規格

JSA-S1004 を ASEAN の物流事業者が取得する意義

や認証体制整備の重要性についての理解醸成を目

的として、国土交通省、マレーシア運輸省との共催で

セミナーをオンラインで開催した。 

 日本側からは、当研究所の調査検討委員会座長で

ある森隆行流通科学大学名誉教授が基調講演され、

国土交通省は JSA-S1004 普及に向けた取組みにつ

いて、（一財）日本海事協会が JSA-S1004 の認証体

制の整備に向けた取組みついて説明した。マレーシ

ア側からは、マレーシア運輸省が国家規格化に関し

て説明し 、現地物流事業者の TYGC と NLCCN は

JSA-S1004 規格普及の意義について発表した。 

 海外からの視聴者も多く、セミナーの満足度は平均

82％で、日本人（74％）より海外の視聴者（97％）の満

足度が高かった。 

 

４．おわりに 

 マレーシアにおける JSA-S1004 の認証体制の整

備と相互承認のあり方に関しては、調査結果につ

いて国土交通省へ報告を行っている。今後、ASEAN

域内でコールドチェーン物流に関する国家規格化

を検討する国が出てくることが予想されるが、各

国のサービス規格に関する政策、認証制度や認証

機関の能力などを詳細に調査した上で、当該国の

政府機関、有力な認証機関、物流事業者などと議

論していくことが重要であると考える。 

 また、ASEAN における横断的な物流課題に関し

ては、調査検討委員会において多くの貴重な意見

をいただいており、今度の研究に活かしていきた

い。 
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